
１
１
月
２
１
日
（
土
）

～
２
２
日
（
日
）
、
伊

豆
長
岡
の
ホ
テ
ル
サ
ン

バ
レ
ー
冨
士
見
に
て
建

交
労
中
央
本
部
主
催
の

春
闘
討
論
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
都

道
府
県
か
ら
６
２
名
の

参
加
と
２
９
名
の
リ
モ
ー

ト
参
加
が
あ
り
、
神
田

支
部
か
ら
上
村
委
員
長
、

石
塚
書
記
長
、
小
城
常

任
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
角
田
中
央
執

行
委
員
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

あ
き
ら
め
な
い
組
合
活

動
の
在
り
方
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
部
、
分
会
で
の
活
動

に
学
び
共
有
す
る
大
切
さ

に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
り

ま
し
た
。
次
に
、
広
瀬
中

央
本
部
書
記
長
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
と
同
一
労
働
同
一

賃
金
に
つ
い
て
の
要
求
基

準
を
盛
り
込
ん
だ
２
１
春

闘
建
交
労
中
央
統
一
要
求

基
準
（
案
）
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
労

連
の
黒
沢
事
務
局
長
に
、

２
１
国
民
春
闘
方
針
（
第

一
次
案
）
に
つ
い
て
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
質

賃
金
が
長
期
で
低
迷
し
て

い
る
日
本
の
現
実
や
、
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、

雇
用
悪
化
、
賃
金
引
下
げ

な
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る

職
場
の
実
例
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

と
す
る
諦
め
を
排
し
、
今

だ
か
ら
こ
そ
、
労
働
組
合

が
元
気
に
た
た
か
う
意
思

統
一
が
必
要
で
あ
る
と
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
休
憩
後
、

各
部
会
や
本
部
の
代
表
者

よ
り
特
別
報
告
が
あ
り
、

そ
の
中
で
神
田
支
部
の
上

村
委
員
長
が
首
都
圏
集
交

団
の
団
長
と
し
て
、
首
都

圏
集
交
団
の
歴
史
や
２
０

年
春
闘
、
年
末
一
時
金
交

渉
な
ど
活
動
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
体

討
論
と
し
て
リ
モ
ー
ト
参

加
者
を
含
む
各
支
部
か
ら

１
１
名
の
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
休
会
後
の
夜

に
は
全
国
の
仲
間
と
交
流

会
を
開
き
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
２
日
目
は
、
引

き
続
き
全
体
討
論
が
行
わ

れ
、
１
１
名
か
ら
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、

ま
と
め
と
し
て
広
瀬
書
記

長
か
ら
２
日
間
の
総
括
が

あ
り
、
閉
会
の
挨
拶
と
森

谷
副
委
員
長
に
よ
る
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
終
了

し
ま
し
た
。
【
小
城
常
任
】

１
１
月
２
２
日
～
全
国

ト
ラ
ッ
ク
部
会
第
２
２
回

総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
体

で
３
８
名
、
神
田
支
部
か

ら
は
、
５
名
参
加
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
足
立
部
会
長

か
ら
一
時
金
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
報
告
を
し
て
い
な
い

支
部
や
部
会
が
多
く
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
労

働
組
合
の
活
動
が
見
え
な

い
現
状
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
投
稿
な
ど
で
活
発
に

中
央
本
部
に
報
告
を
あ
げ

て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
ら

た
な
ト
ラ
ッ
ク
政
策
の
早

期
の
確
立
と
全
国
ト
ラ
ッ

ク
部
会
が
建
交
労
を
け
ん

引
し
て
い
く
た
め
、
そ
の

存
在
を
示
す
年
と
し
た
い

と
の
力
強
い
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

鈴
木
事
務
局
長
か
ら
２
０

年
度
の
経
過
報
告
と
２
１

年
度
の
活
動
方
針
（
案
）

が
提
案
さ
れ
、
次
に
中
島

副
部
会
長
よ
り
２
０
年
度

会
計
報
告
と
２
１
年
予
算

編
成
案
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
昼
食
後
の
全
体
討

論
で
は
、
１
８
名
か
ら
の

発
言
が
あ
り
、
各
支
部
や

部
会
の
争
議
の
進
捗
や
組

織
拡
大
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
神
田
支
部
か

ら
は
、
上
村
委
員
長
か
ら

は
首
都
圏
集
交
団
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
石
塚
書

記
長
か
ら
20
春
闘
で
の
制

度
要
求
の
前
進
と
年
末
一

時
金
交
渉
の
報
告
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
出
席
者

か
ら
の
発
言
を
受
け
、
鈴

木
事
務
局
長
か
ら
の
回
答

と
ま
と
め
が
あ
り
、
早
期

の
部
会
１
万
人
の
回
復
へ

向
け
て
の
組
織
拡
大
と
春

闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

集
約
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
の
議
案
で
、
２
１
年

度
役
員
体
制
の
提
案
が
あ

り
、
副
部
会
長
中
島
さ
ん

が
退
任
さ
れ
、
上
村
委
員

長
が
副
部
会
長
と
し
て
新

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
津
村
副
部
会
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

足
立
部
会
長
が
「
ト
ラ
ッ

ク
運
輸
産
業
の
変
化
の
今

を
活
か
し
、
経
済
闘
争
の

強
化
・
強
大
な
組
織
建
設

に
奮
闘
し
よ
う
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
り
、
総

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

【
小
城
常
任
】

コ
ア
テ
ク
ノ
と
レ
キ
ス

ト
と
の
売
上
付
替
問
題
及

び
レ
キ
ス
ト
元
役
員
の
業

務
上
横
領
事
件
に
つ
い
て

の
制
裁
処
分
（
１
１
／
１

２
付
、
１
２
／
１
付
、
詳

細
は
ガ
ル
ー
ン
掲
示
板
参

照
）
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

神
田
支
部
は
制
裁
処
分
の

内
容
が
重
要
で
は
な
く
、

今
後
の
カ
ン
ダ
グ
ル
ー
プ

全
体
で
の
対
策
の
立
案
・

実
施
が
最
重
要
で
あ
る
こ

と
を
表
明
し
ま
す
。
ま
た
、

労
働
組
合
と
し
て
『
経
営

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て

の
役
割
』
を
十
分
発
揮
し

て
い
ま
い
り
ま
す
。

【
上
村
委
員
長
】

手から手へ仲間といっしょに読もう
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２

１

春

闘

ス

タ

ー

ト

～
中
央
春
闘
討
論
集
会
開
～

全
国
ト
ラ
ッ
ク

部
会
総
会

一言要求アンケート取り組みを！

2１春闘に向けて、全組合員の声を要求に反映させ

る大切なものです。神田支部では春闘アンケートと共

に重要に取り組みです。各分会・班では確認の上、徹

底して下さい。 神田支部調査部

コ
ア
テ
ク
ノ
・

レ
キ
ス
ト
問
題


